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「第三次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（平成 25 年 5 月閣議決定）において、子供

の読書活動は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生

きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであり、社会全体で積極的にそのための環境の整

備を推進していくことは極めて重要であると規定されている。 

このことをふまえ、本調査研究は、主に以下の 4 点に関してきめ細かい調査・分析を実施し、今後の

子供の読書活動の推進に資することを目的として実施した。 
 

 ①小学生・中学生・高校生の各段階における子供の読書活動の実態を把握する（本概要版 p.2～p.5） 

 ②子供の読書活動の状況と学校での体制・取組の状況や家庭環境等との関連性について分析し、子供の読書活動を 

促進する方策・要因等について検討する（本概要版 p.6～p.9） 

③読書活動が子供にどのような影響等を及ぼすと考えられるのかについて視点等を把握・整理する 

④子供の読書活動の状況と子供の意識や行動との関連性について実際に分析し、読書活動が及ぼす影響等について 

検討する（本概要版 p.10～p.13） 
 

＜本調査研究の枠組みのイメージ1＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 

本調査研究では、主に以下の A～C の 3 種類の調査を実施。児童・生徒向け質問紙調査では、全国の

299 の学校、計 15,861 人の児童・生徒から回答を得た。（2017 年 1 月～2 月に実施） 
 

A：読書活動の影響等に関する先行研究についての文献調査 

B：児童・生徒向け質問紙調査 

  ※公立の学校に在籍する、小学 4・5 年生、中学１・2 年生、高校 1・2 年生（普通科の生徒）を対象に実施 

C：管理職向け質問紙調査 

※学校での体制・取組状況等を把握するため児童・生徒向け質問紙調査とあわせて実施 
 

調査対象 有効回答件数 内訳等 

小学生 5,300 119 校の児童 4 年生 2,633 件、5 年生 2,667 件 

中学生 5,749 111 校の生徒 1 年生 2,773 件、2 年生 2,916 件（学年無回答 60 件） 

高校生 4,812 69 校の生徒 1 年生 2,364 件、2 年生 2,382 件（学年無回答 66 件） 
  
                                                  
1 子供の読書活動が子供の意識・行動等に及ぼす影響という点に関して、本調査研究で実施した質問紙調査での分析からは厳密に因果

の関係であるとは言い難いことから、ここでは、双方向での矢印でその関係性を表現している。 

調査研究の目的 

  

小学生の読書活動 小学生の意識・行動等 

子供の読書活動 子供の意識・行動等 

 

学校や家庭に関する要因 

学校 

中学生の読書活動 中学生の意識・行動等 

家庭 

高校生の読書活動 高校生の意識・行動等 

調査目的① 

 各段階での実態把握 

調査目的② 

 子供の読書活動に影響する要因の把握 

調査目的③④ 

 子供の読書活動と意識・行動等との関連性の把握 

１． 

調査・分析データの概要 ２． 
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＜子供の読書活動の実態把握のための視点＞ 

量的側面 

○１日あたりの読書時間 

○１か月あたりの読書冊数 

○図書館等の利用頻度 

○これまでの読書習慣等 

質的側面 

○どのような本を読むか（分野、ジャンル等） 

○どのように本を読むか 

（読む本の選び方・決め方等、読書技術・読み方、家族や友達との関係、学校の取組の中での読書等） 

○読書に関する意識・考え方（肯定的な意識、苦手意識、学校図書館や学校での取組等に対する認識） 

○なぜ本を読むか／読まないか（目的意識、きっかけ、読まない理由） 

 

 

＜分析の結果わかってきたことの一例＞ 

 ■読書時間、読書冊数ともに、学校段階・学年が上がるにつれて読まなくなる。（高校生では、全体の

約 4 割が、1 日に読書をまったくせず、また、1 か月に読んだ本が 0 冊という状況） 

■小説等の物語の本や、趣味に関する本がよく読まれている。 

■本の内容を楽しむため、気分転換や暇つぶしのために本を読む児童・生徒が多い。 

■自然科学・社会科学なども含み、幅広い分野・ジャンルの本を読むほうが読書冊数も多い。 

■本を読まない理由として、「ふだんから本を読まないから」の回答は小学生・中学生・高校生いずれ

も 3 割を超え、小学生では「どの本がおもしろいのかわからない」「文字を読むのが苦手」等、中

学生では「面倒」「必要を感じない」等の回答割合が相対的に高い。高校生では「時間がなかったか

ら」との回答割合が高い。 

  

【量的側面】 

○どの程度本を読んでいるか 

○どの程度図書館等を利用しているか 

○これまでに本を読んでいたか 

【質的側面】 

○どのような本を読むか 

○どのように本を読むか 

○読書に関してどのようなことを考えているか 

○なぜ本を読むか／読まないか 

 

小学生の読書活動 

中学生の読書活動 

高校生の読書活動 

子供の読書活動 

子供の読書活動の実態（調査目的①） ３． 

小学生・中学生・高校生はそれぞれどの程度、どのように読書をしている

のだろうか？ 
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★ 小学生・中学生では、平日に読書をまったくしない児童・生徒が 1～2 割。約 5～6 割は 

1 日に 30 分未満の読書をしている。 

★ 高校生では、平日に読書をまったくしない生徒の割合が 4 割以上。 
 

＜1 日あたりの読書時間（ふだん学校のある日）＞ 

   
 
 

 

 

不読率2 
 
 

  
★ 小学生では 1 か月に 5 冊以上読む児童が半数を超え、不読率は 1 割未満。 

★ 中学生の不読率は約 1～2 割、高校生（普通科高校の生徒）では約 3～4 割の水準。  
 

＜最近 1 か月間に読んだ本の冊数＞ 

  
  

                                                  
2 文部科学省「第三次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」では、全国学校図書館協議会の学校読書調査を参照し、「1 か月

間に 1 冊も本を読まなかった『不読者』の割合」を「不読率」と呼んでいる。本報告書においては、児童・生徒を対象にして実施し

た調査で、「1 か月で読んだ本の冊数が『0 冊』と回答した生徒の割合」を「不読率」とした。なお、調査の実施にあたり、「本」とは、

「お話などのよみもの」や、「何かを調べるための図鑑や事典など」を指すこととし、紙の本以外に、パソコンやタブレット端末、ス

マートフォン等で読める本（電子書籍）を含むものとした。また、マンガや雑誌、新聞、教科書や参考書は含まないこととした。な

お、「マンガ」に関して、いわゆる「学習マンガ」については、「ほぼすべてがマンガで構成されているもの」は本調査における読書の

対象外として考えていただくよう、調査実施の際に案内をした。 
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  不読率はどれくらいだろうか？2
 読書冊数 

（不読率） 



 

4 

 

70.3 

32.9 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

詩集や小説、昔話・物語の本

科学や生物、宇宙などに関する本

社会や政治、歴史などに関する本

伝記や自伝など人物に関する本

音楽や料理、スポーツなど趣味に関する本

資格や将来の仕事に関連する本

その他

小学生(n=4,924) 中学生(n=5,009) 高校生(n=3,873)

 

  
★ 小説等の物語の本や、趣味に関する本がよく読まれている。 

★ 自然科学や社会科学に関する本を読む割合は、小学生に比べ中学生・高校生では低い。 
 

＜読む本の分野・ジャンル＞ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「どれもあまり読まない」との回答は除いて集計。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 本の内容を楽しむためや、気分転換や暇つぶしのために読む児童・生徒が多い。 

★ 新しい情報や知識を得るためといった回答は、小学生で相対的に割合が高い。 
 

＜何のために本を読むかの認識＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

※「本はあまり読まない」との回答は除いて集計。  

  どのような分野・ジャンルの本を読むのだろうか？ 本の分野・ 

ジャンル 

  何のために本を読むのだろうか？ 目的意識 
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80.4 
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24.1 
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19.6 
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0.8 

11.8 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本の内容を楽しむため

興味・関心を深めるため

気分てんかんやひまつぶしのため

知らないことを調べたり新しく知ったりするため

ことばを使う力や考える力を高めるため

成績を上げるため

先生や親などの大人にほめられたり認められたりするため

宿題や課題で読む必要があるため

その他

小学生(n=5,035) 中学生(n=5,000) 高校生(n=3,810)
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他の活動等で時間がなかったから

他にしたいことがあったから

読みたいと思う本がないから

どの本がおもしろいのかわからないから

読むのがめんどうだから

文字を読むのが苦手だから

読む必要を感じなかったから

周りの友達も読んでいないから

ふだんから本を読まないから

その他

小学生(n=1,245) 中学生(n=2,413) 高校生(n=3,025)

51.1 

43.6 

36.7 

15.5 
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6.1 
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29.8 

19.0 

19.8 

28.1 

20.2 

34.7 

5.3 

37.6 

26.2 

38.8 

5.6 

7.6 

1.0 

37.4 

11.3 

7.8 

6.3 

44.1 

26.4 

31.8 

6.3 

22.0 

16.0 

32.9 

5.3 

3.9 

0.5 

16.7 

4.0 

6.1 

4.3 

54.7 

30.7 

33.2 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族が一緒に本を読んだり図書館や本屋に連れて行ってくれたりすること

家の中で手にとりやすいところに本が置かれていること

友達がおすすめの本を教えてくれたり貸したりしてくれたりすること

学校の先生がおすすめの本を教えてくれること

学校の図書館（図書室）の先生がおすすめの本を教えてくれること

地域の人やボランティアの人がおすすめの本を教えてくれること

学校で行われている読書に関する取組（いっせい読書の時間（朝の読書）など）

学校で手にとりやすいところに本が置かれていること

地域の図書館が身近な場所にあること

教科書などに関連する本が紹介されていること

本屋での宣伝・広告、テレビや雑誌、新聞、ネット上での宣伝や広告

作家に興味・関心を持ったこと

知りたいことや興味・関心がひかれることができたこと

その他

小学生(n=4,673) 中学生(n=4,686) 高校生(n=3,748)

 

 

★ 小学生では家族や学校から、高校生ではメディアの宣伝・広告等からの影響が大きい。 

★ 友達とのやりとりがきっかけという回答は、小学生・中学生・高校生ともに３割以上。 
 

＜本を読むきっかけとなっていると思うこと＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※「特にない」との回答は除いて集計。 

 

 

 

 

 

 
 

★ 「ふだんから本を読まないから」の回答は小学生・中学生・高校生いずれも 3 割を超え、

小学生では「文字を読むのが苦手」等、中学生では「面倒」等の割合が相対的に高い。 

★ 高校生では「時間がなかったから」の回答割合が高い。 
 

＜現在本をあまり読まない理由＞ 

  

  どのようなことが本を読むきっかけとなっているのだろうか？ 読む 

きっかけ 

  本をあまり読まない児童・生徒は、なぜ読まないのだろうか？ 読まない 

理由 
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＜学校や家庭に関する要因との関連性把握のための視点＞ 

学校での体制・取組、家庭環境等 子供の読書活動 

学校での 

体制・取組 

○学校での読書活動推進体制 

 ・読書に関する計画策定 

 ・教職員向け研修実施 

 ・学校司書の配置 

 ・学校図書館の充実 

○学校での取組状況 ○ふだん学校のある日に読書をするか 

○1 か月の読書冊数 

家庭環境等 

○家庭の蔵書数 

○本を読むことについての家族 

との関わり 

○読書以外の時間の使い方 

 

 

＜分析の結果わかってきたことの一例＞ 

■児童・生徒が本をよく読んでいる学校の特徴は、「学校として読書に関する計画を立てている」、「教

職員に対する研修を実施している」、「学校司書が配置されている」、「学校図書館の活動等を支援す

る組織がある」、「児童・生徒から認識される充実度合いが高い学校図書館を整備している」、「読書

週間でのイベントや一斉読書の時間の設定などの読書活動により力を入れている」という点である。 

■家庭での蔵書数が多く、また、家族に本を買ってもらったり紹介してもらったりする児童・生徒の

ほうが本を読んでいる。 

■小学生ではテレビ等を見る時間やゲームで遊ぶ時間が長いほど、中学生・高校生ではメール等をす

る時間が長いほど読書時間が短い。高校生では、部活動等の時間や、塾等に行く時間が長い生徒で

も読書時間が短い。 

■マンガ・雑誌を読む時間や勉強・宿題をする時間が長い児童・生徒では読書時間も長く、これらの

活動は読書時間を阻害しているわけではない。  

 

 

小学生の読書活動 

中学生の読書活動 

子供の読書活動 

 

学校 

家庭 

高校生の読書活動 

子供の読書活動と学校での体制・取組等との関連性（調査目的②） ４． 

子供の読書活動には、学校での体制・取組の状況や家庭環境等、どのよう

なことが関連しているのだろうか？ 

学校や家庭に関する要因 
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★ 研修が実施されている学校では、平日に本を読まない児童・生徒の割合が低い。 

★ 研修が実施されている高等学校の生徒は、読書冊数が多い。 

 

＜教職員向けの研修実施の有無と分類基準3＞ 

 

 

＜研修実施の有無と読書をしない児童・生徒の割合4＞ 

 
 

＜研修実施の有無と読書冊数（平均値）5＞ 

 

  

                                                  
3 複数選択が可能な設問で、平成 28 年度中に実施予定の場合も含み、「児童・生徒の読書活動推進や学校図書館の利活用に関する教職

員向けの研修」に関し、「校内で校内の教職員のみで研修を実施した」「校内で学校外から講師等を招聘して研修を実施した」「校外の

研修に教職員を派遣した」「その他の方法で研修を実施した」のいずれかに回答があった場合を「実施した」として分類した。 
4 統計的に有意な関係の場合には、図表中の「小学生」「中学生」「高校生」の表記の右隣に記号を付した。（以下同様） 

（**：1%水準で有意、*：5%水準で有意、記号がついていない場合：有意差無し） 
5 読書冊数について、冊数が非常に多い回答が平均値に与える影響を考慮し、30 冊以上の回答は「30」として集計した。（以下同様） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校(n=119)

中学校(n=111)

高等学校(n=69)

特段実施していない 実施した 無回答

16.2 13.0
18.4

13.3 

47.8 

37.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

特段実施していない

(n=2,566)

実施した

(n=2,668)

特段実施していない

(n=3,787)

実施した

(n=1,804)

特段実施していない

(n=3,288)

実施した

(n=1,440)

小学生 ** 中学生 ** 高校生 **

ふだん学校のある日に読書をまったくしない児童・生徒の割合

8.08 8.43 
6.52 7.01 

3.26 3.78 

0冊

2冊

4冊

6冊

8冊

10冊

12冊

特段実施していない

(n=2,200)

実施した

(n=2,293)

特段実施していない

(n=3,268)

実施した

(n=1,591)

特段実施していない

(n=3,080)

実施した

(n=1,357)

小学生 中学生 高校生 **

この1か月に読んだ本の冊数（紙の本・電子書籍合計）

教職員向けの研修を「実施した」

学校の児童・生徒と、「特段実施し

ていない」学校の児童・生徒とで

読書活動の状況を比較 

  教職員研修を実施する学校では、より本が読まれているのだろうか？ 
研修実施 

× 

読書活動 
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★ 学校司書がいる小学校・中学校の児童・生徒は、読書冊数が多い。 

★ 学校司書がいる高等学校では、平日に本を読まない生徒の割合が低い。 

 

＜学校司書の配置状況と分類基準＞ 

 

 

＜学校司書の配置の有無と読書をしない児童・生徒の割合＞ 

  
 

＜学校司書の配置の有無と読書冊数（平均値）＞ 

 

  

36.1 

39.6 

23.2 

49.6 

43.2 

23.2 

14.3 

16.2 

53.6 

0.0 

0.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校(n=119)

中学校(n=111)

高等学校(n=69)

いない
非常勤または常勤兼務の職員がいる
常勤専任の職員がいる
無回答

14.6 14.5 16.7 17.1 

50.2 
43.1 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

学校司書はいない

(n=1,831)

学校司書がいる

(n=3,403)

学校司書はいない

(n=2,223)

学校司書がいる

(n=3,427)

学校司書はいない

(n=991)

学校司書がいる

(n=3,737)

小学生 中学生 高校生 **

ふだん学校のある日に読書をまったくしない児童・生徒の割合

7.01 
8.93 

6.03 
7.07 

3.17 3.48 

0冊

2冊

4冊

6冊

8冊

10冊

12冊

学校司書はいない

(n=1,580)

学校司書がいる

(n=2,913)

学校司書はいない

(n=1,922)

学校司書がいる

(n=2,992)

学校司書はいない

(n=924)

学校司書がいる

(n=3,513)

小学生 ** 中学生 ** 高校生

この1か月に読んだ本の冊数（紙の本・電子書籍合計）

学校司書が「いる（非常勤や常勤

兼務の場合を含む）」学校の児童・

生徒と、「いない」学校の児童・生

徒とで読書活動の状況を比較 

  学校司書がいる学校では、より本が読まれているのだろうか？ 
学校司書 

× 

読書活動 
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★ 学校図書館の充実度が高い学校の児童・生徒ほど、平日に本を読まない割合が低く、また、

読書冊数が多い。 

 

＜学校図書館の充実度合いに関する指標と分類基準＞ 

   

   

  
※縦軸が充実度合いに関する指標の得点、横軸は各学校をその得点順に並べたもの（左側から「低位」「中位」「高位」に分類）。 

 

＜学校図書館の充実度合いと読書をしない児童・生徒の割合＞ 

  

＜学校図書館の充実度合いと読書冊数（平均値）＞ 

    

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

1 5 9 13 17 21 25 29 33 37 41 45 49 53 57 61 65 69 73 77 81 85 89 93 97 101 105 109 113 117

小学校

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52 55 58 61 64 67 70 73 76 79 82 85 88 91 94 97 100103106109

中学校

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69

高等学校

17.2 14.2 11.5
18.4 22.3 

10.6 

45.7 47.0 
41.1 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

学校図書館

充実度低位

(n=1,911)

学校図書館

充実度中位

(n=1,844)

学校図書館

充実度高位

(n=1,479)

学校図書館

充実度低位

(n=2,062)

学校図書館

充実度中位

(n=1,869)

学校図書館

充実度高位

(n=1,769)

学校図書館

充実度低位

(n=1,533)

学校図書館

充実度中位

(n=1,597)

学校図書館

充実度高位

(n=1,598)

小学生 ** 中学生 ** 高校生 **

ふだん学校のある日に読書をまったくしない児童・生徒の割合

6.80 
8.16 

10.22 

5.84 6.38 
8.01 

2.96 3.50 3.76 

0冊

2冊

4冊

6冊

8冊

10冊

12冊

学校図書館

充実度低位

(n=1,630)

学校図書館

充実度中位

(n=1,579)

学校図書館

充実度高位

(n=1,284)

学校図書館

充実度低位

(n=1,797)

学校図書館

充実度中位

(n=1,622)

学校図書館

充実度高位

(n=1,544)

学校図書館

充実度低位

(n=1,417)

学校図書館

充実度中位

(n=1,493)

学校図書館

充実度高位

(n=1,527)

小学生 ** 中学生 ** 高校生 **

この1か月に読んだ本の冊数（紙の本・電子書籍合計）

①「学校の図書館（図書室）には読みた

いと思う本がある」、②「学校の図書館

（図書室）では読みたい本が見つけら

れるように工夫されている」、③「学校

の図書館（図書室）は居心地がいい」の

3 項目に対する児童・生徒の回答から、

学校図書館の充実度合いに関する指標

を作成し、その指標の水準別に小学校・

中学校・高等学校のそれぞれを 3 群

（「低位」「中位」「高位」）に分類。 

分類別に児童・生徒の読書活動の状況

を比較 
 

（小学校は低位：40 校、中位：40 校、高位：39 校、

中学校は各 37 校、高等学校は各 23 校） 

 

  学校図書館が充実している学校では、より本が読まれているのだろうか？ 
学校図書館 

× 

読書活動 
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＜意識・行動等との関連性把握のための視点＞ 

子供の読書活動 子供の意識・行動等 

回答者別 

○1 日あたりの読書時間 

○1 か月あたりの読書冊数 

○これまでの読書習慣等 

○どのような本を読むか 

○論理的思考 

○意欲・関心 

○意思伝達 

○状況把握・動揺対処 

○視点獲得 

○他者理解 

○人間関係 

○現在の充実感 

○将来展望 

学校別 ○学校での体制・取組の状況 

 
 

＜分析の結果わかってきたことの一例＞ 

 ■読書活動の度合いと子供の意識・行動等に関する得点との間には、正の関連性がある。 

■読書活動と、意識・行動等に関する得点との間の正の関連性は、個人属性や家庭環境の違い、また、

ふだんテレビを見る時間や勉強をする時間等の違いを考慮しても見られる。中学生・高校生では特

に「論理的思考」について、読書をする生徒の得点が高い。 

■過去の段階での読書習慣の有無も、意識・行動等に関する得点に関係している。小学生の段階で本

をよく読んでいた中学生、中学生の段階で本をよく読んでいた高校生は、「論理的思考」「意欲・関

心」「人間関係」等の面で得点が高い。 

■小学生・中学生では、個人単位での比較だけでなく、読書に関する取組等が行われている学校に在

籍している児童・生徒であるかという、学校単位での比較でも違いがある。  

 

  

小学生の読書活動 

中学生の読書活動 

小学生の意識・行動等 

中学生の意識・行動等 

子供の読書活動 子供の意識・行動等 

高校生の意識・行動等 高校生の読書活動 

 

学校での体制・取組 

学校 

読書をする児童・生徒であるか否かという

個人単位だけでなく、取組等が行われてい

る学校に在籍している児童・生徒であるか

否かという学校単位でも比較分析 

子供の読書活動と意識・行動等との関連性（調査目的③④） ５． 

読書活動が活発な児童・生徒は、論理的思考等の様々な意識や行動に関す

る指標の得点も高いのだろうか？ 
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★ 読書時間と意識・行動等に関する得点との間には、特に小学生で広く正の関連性がある。 

★ 高校生でも、「論理的思考」などで、読書をする生徒のほうが得点が高い。 

 

＜平日 1 日あたりの読書時間の回答状況と分類基準＞ 

 
 

＜平日の読書時間と意識・行動等との関連性6＞ 

 

 

 

  

                                                  
6 意識・行動等に関する各指標の平均値を比較し、統計的に有意差が見られた点については指標の名称下部に印を付した。（以下同様） 

（**：1%水準で有意、*：5%水準で有意、記号がついていない場合：有意差無し） 

14.5 

17.3 

44.6 

30.1 

25.9 

25.3 

31.7 

30.5 

15.3 

15.8 

17.4 

9.6 

7.9 

9.0 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=5,234)

中学生(n=5,700)

高校生(n=4,728)

まったくしない 15分より少ない 15分～29分

30分～59分 1時間以上

2.10 

2.73 

2.24 

2.55 
2.59 

2.26 

2.64 

3.00 
3.11 

2.46 

3.05 

2.50 2.52 

2.85 

2.50 

2.83 

3.19 

3.36 

2.69 

3.21 

2.63 
2.61 

2.96 

2.69 

2.97 

3.26 
3.41 

1.60

2.00

2.40

2.80

3.20

3.60

論理的思考

**

意欲・関心

**

意思伝達

**

状況把握・

動揺対処

**

視点獲得

**

他者理解

**

人間関係

**

現在の

充実感

**

将来展望

**

小学生

ふだん学校のある日に読書をまったくしない 30分未満 30分以上

2.26 

2.74 

2.40 2.44 

2.78 

2.56 
2.66 

2.96 
2.91 

2.37 

2.91 

2.43 2.44 

2.95 

2.65 
2.74 

3.03 3.02 

2.47 

2.93 

2.41 2.45 

2.96 

2.68 2.73 

2.95 2.94 

1.60

2.00

2.40

2.80

3.20

3.60

論理的思考

**

意欲・関心

**

意思伝達 状況把握・

動揺対処

視点獲得

**

他者理解

**

人間関係

**

現在の

充実感

**

将来展望

**

中学生

ふだん学校のある日に読書をまったくしない 30分未満 30分以上

2.39 

2.79 

2.34 2.36 

2.92 

2.64 2.60 

2.76 
2.85 

2.40 

2.83 

2.31 
2.37 

2.97 

2.62 2.61 

2.79 
2.91 

2.51 

2.82 

2.39 2.42 

2.91 

2.63 2.64 
2.79 2.76 

1.60

2.00

2.40

2.80

3.20

3.60

論理的思考

**

意欲・関心 意思伝達

**

状況把握・

動揺対処

視点獲得

*

他者理解 人間関係 現在の

充実感

将来展望

**

高校生

ふだん学校のある日に読書をまったくしない 30分未満 30分以上

ふだん学校のある日の読書時間の

多寡によって児童・生徒を分類し、

意識・行動等に関する指標の水準

を比較 

  よく読書をするほうが、論理的思考等の得点は高いのだろうか？ 

読書時間 

× 

意識・行動 
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20.7 11.4 20.0 47.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=5,655)

いずれの時期も読まなかった
小学校1～3年生のときは読んだが小学校4～6年生のときは読まなかった
小学校1～3年生のときは読まなかったが小学校4～6年生のときは読んだ
いずれの時期も読んだ

15.6 8.3 27.7 48.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=5,254)

いずれの時期も読まなかった
小学校に入る前は読んだが小学校1～3年生のときは読まなかった
小学校に入る前は読まなかったが小学校1～3年生のときは読んだ
いずれの時期も読んだ

19.1 20.0 13.3 47.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=4,740)

いずれの時期も読まなかった
小学校4～6年生のときは読んだが中学生のときは読まなかった
小学校4～6年生のときは読まなかったが中学生のときは読んだ
いずれの時期も読んだ

 

 

★ 小学生・中学生では、「状況把握・動揺対処」以外の点について、これまで継続的に読書を

してきた児童・生徒の得点が高い。 

★ 高校生でも、「論理的思考」「意欲・感心」「視点獲得」「他者理解」「人間関係」について、

継続的に読書をしてきた生徒の得点が高い。 

 

＜過去の時期における読書習慣の状況と分類基準＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜過去の読書習慣と意識・行動等との関連性＞ 

 

 

 
  

2.16 

2.77 

2.24 

2.58 2.53 

2.26 

2.66 

2.94 
3.08 

2.39 

2.98 

2.43 
2.51 
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2.44 

2.79 

3.17 
3.30 
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2.62 
2.56 

2.98 

2.64 

2.94 

3.26 
3.45 

1.60

2.00
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3.60

論理的思考

**

意欲・関心

**

意思伝達

**

状況把握・

動揺対処

**

視点獲得

**

他者理解

**

人間関係

**

現在の

充実感

**

将来展望

**

小学生

いずれの時期も読まなかった いずれかの時期に読んだ いずれの時期も読んだ

2.23 

2.74 

2.35 
2.46 

2.76 

2.52 
2.65 

2.95 
2.86 

2.34 

2.86 

2.39 2.45 

2.89 

2.63 
2.70 

2.99 2.95 

2.46 

2.96 

2.46 2.43 

3.01 

2.70 
2.77 

3.03 3.04 

1.60

2.00

2.40

2.80

3.20

3.60

論理的思考

**

意欲・関心

**

意思伝達

**

状況把握・

動揺対処

視点獲得

**

他者理解

**

人間関係

**

現在の

充実感

*

将来展望

**

中学生

いずれの時期も読まなかった いずれかの時期に読んだ いずれの時期も読んだ

2.36 

2.73 

2.32 
2.41 

2.82 

2.57 2.54 

2.73 2.82 

2.38 

2.80 

2.33 2.37 

2.94 

2.62 2.60 

2.77 
2.85 

2.45 

2.84 

2.34 2.36 

2.98 

2.65 2.64 
2.79 

2.87 

1.60

2.00

2.40

2.80

3.20

3.60

論理的思考

**

意欲・関心

**

意思伝達 状況把握・

動揺対処

視点獲得

**

他者理解

**

人間関係

**

現在の

充実感

将来展望

高校生

いずれの時期も読まなかった いずれかの時期に読んだ いずれの時期も読んだ

過去の読書習慣の状況から児童・

生徒を分類し、意識・行動等に関

する指標の水準を比較 

  継続的な読書習慣があるほうが、論理的思考等の得点は高いのだろうか？ 
過去の習慣 

× 

意識・行動 
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7 

 

★ 小学生・中学生では、読書活動推進に関する体制が整備され、取組を実施していると考えら

れる学校に在籍している児童・生徒のほうが、意識・行動等の得点が高い傾向がある。8 

 

＜取組状況に関する該当項目数の分布と分類基準＞ 

 
※横軸が該当項目数を、縦軸が該当項目数別の学校数を意味する。 

 

＜取組状況による学校分類と意識・行動等との関連性＞ 

 

 

  

                                                  
7 学校の分類は、「計画策定の有無」「教職員に対する研修実施の有無」「学校司書の配置の有無」「学校図書館の活動等を支援する組織の

有無」「児童・生徒が認識する学校図書館の充実度」「読書週間でのイベント等の実施の有無」「一斉読書の時間の設定の頻度」「児童・

生徒が認識する活動に力を入れている度合い」の 8 点から、観点・基準別に該当する場合を 1、該当しない場合を 0 として、足し合

わせて指標化した（最小値 0、最大値 8）。 
8 高校生では有意な差が見られなかったが、この点については、在籍している生徒のそれまでの読書習慣の違いや、部活動やその他学

習に関する活動等との優先度合いの違い等も影響しているのではないかと推察される。 
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在籍している児童・生徒の意識・活動等

に関する指標を比較 

（小学校は 5 項目以上の場合を A 群、中学校・高等

学校は 4 項目以上の場合を A 群とした）  

  論理的思考等の得点の差は、学校単位の比較でも見られるのだろうか？7
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■本調査研究では、児童・生徒の意識・行動等に関して、質問紙調査で「論理的思考」「意欲・関心」

「意思伝達」「状況把握・動揺対処」「視点獲得」「他者理解」「人間関係」「現在の充実感」「将来展

望」の 9 つの観点に関する項目及び指標を設定し、読書活動との関連性について分析した。その結

果、読書をすることと、意識・行動等に関する得点との間には、多くの点で正の関連性があること

が明らかになった。 

■特に小学生に関しては、読書活動が学力的側面や、他者との関係性に関わる意識等の向上に関して、

広く影響を及ぼしているものと考えられる。また、「論理的思考」という、その後の高等教育段階・

成人段階でも非常に重要になると考えられる能力に関する指標で、中学生・高校生段階での読書活

動と関連性があることが示された。さらに、本調査研究では、小学生・中学生・高校生ともに、読

む本の分野・ジャンルの多様性や、宿題等とは関係なく自分から読むということが、児童・生徒の

意識や行動等の向上とより強く結びついている可能性があることも示唆された。 

■中学生・高校生の意識・行動等は、それぞれの学校段階でどの程度読書をしているかだけでなく、

小学生の時期の読書習慣など、過去の段階での読書習慣とも関連性を持つ。児童・生徒の意識・行

動等に対する読書活動の影響は、短期間で発現するものだけでなく、長期間の時系列の中で次第に

差が生じるという形で見られるものもあることが示唆される。 

■また、読書活動と意識・行動等との関連性については、読書をよくする児童・生徒であるか否かと

いう個人単位の分析だけでなく、学校単位の分析でも見られた。特に小学生・中学生の段階では、

学校において読書活動推進に関する体制を整備し、取組等を実施することが、児童・生徒の読書活

動を実際に促進し、さらには、意識・行動等の向上に寄与する可能性がある。 

■なお、学校単位での分析では差異が見られなかったが、「論理的思考」などとの関連性をふまえる

と、高校生に対し、学校としてどのような取組等の実施がありうるかという点を検討していくこと

は引き続き重要なテーマである。本調査研究では、高校生について他の活動等で時間がないから本

を読まない（読めない）生徒の割合が高いことや、本を読むきっかけについて小学生・中学生の回

答傾向とは異なることなども把握されたが、これらの特性の違いをふまえた検討が必要である9。 
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